
ピアサポート実施事業 【茨城県つくばみらい市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ３４１ 千円

交付金額 ２５５ 千円

事業番号 ②

女性が抱える様々な悩みについて、女性相談を実施してきたが、
多様な困難や不安を抱える女性の実情を把握するまでには
至っていない。
多様な困難や不安を抱える女性に支援を行い、必要な行政
サービスへと繋ぐことで、社会とのつながりの回復を促す必要が
ある。

多様な困難や不安を抱える女性の実情を把握し、ピアサポート
による支援を行う。
【目標】
・ピアサポート 月１回、延べ１２回実施

①ピアサポート・グループを実施し、互いの悩みを共有し、自身の
悩みの解決につなげた。
②心理回復ワークショップを実施し、カウンセリング心理士による
色彩ワークや性格判断などの手法を取り入れながら、相談者自
身の心の状態と向き合った。
③母と子のワークショップを実施し、親子でふれあいながら、様々
な体験を通じて母子の関係を見直すとともに、子育ての悩みを相
談した。

委託先のＮＰＯ法人と連携・調整を行いながら事業を実施し、行
政だけでは手が届きにくい要支援者に対して、柔軟な支援を
行った。

多様な困難や不安を抱える女性に対し、柔軟な支援を行い、
居場所を提供することができた。

相談者の抱える悩みは多様であり、一人でいくつもの悩みを抱
えている場合がほとんどであった。次年度は別部署での相談実
施となるが、相談時に関連機関での支援につなげ、社会とのつ
ながりを持てるよう支援していく必要がある。



事業の概要

『ほっとステーション・みらい～女性のための相談室～』ピアサポートプログラム

①「ピアサポートグループ」
参加者が互いの話に耳を傾けながら、共感をもって自身の悩みや課題の解決に向
けてヒントを探ります。

②「心理回復・ワークショップ」
カウンセリング心理士が色彩ワークや性格判断などの手法を取り入れながら、相
談者自身の心の状態に向き合い、「これから」の道筋を見つけていきます。

③「母と子のワークショップ」
親子でふれあいながら、様々な体験を通じて母子の関係を見直すとともに、日頃
の子育て等の悩みを相談する機会とする。
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